











ldentification of a novel adenylate kinase system in the brain : 
Cloning of the fourth adenylate kinase 
(脳に於ける新規アデニレート カイネース システムの同定:
第4番目のアデニレート カイネース のクローニング)



































子断片が取得された。そして， in si tu hybridizaYIon 法によりその発現が催認された37個の遺伝子断片
のうち，時期および部位特異的な発現様式をふした4クローンに関して全長塩基配列が取得された。遺伝
子データベース登録遺伝子とのホモロジー検索により. 3クローン(PA，Kf. A8)はホモログの存在しない
未知遺伝子であったが， 1クローン(D94)は既知のタンパクと高い相向性を有する新規遺伝子であること
が明らかとなった。 D94遺伝子は新規のadenvlatekinase(AK)isozymeで=あり噛乳類における第4苔目のAK
isozymeと推測された。伺遺伝子の組織内発現は，発生の初期から海馬，小脳，肝臓等に限局して見られ.
これまでに報告されている他のAKとは異なっていた。一方.未知の3遺伝子はタンパク配列および免疫組
織化学的検討から，各々細胞分裂関連タンパク， ミオシン様タンパク，シャペロン様タンパクと考えられ
た。
本研究は，中枢神経系の形成過程において重要な役割を担っている可能性のある遺伝子を同定したこと
から，中枢神経系の形成機序を解明する上で寄与するところが大と考えられた。よって.著者は.博士の
学位(医学)を授与されるに値するものと判定された。
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